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ホテル運営状況のお知らせ（2016年12月度） 
 

いちごホテルリート投資法人（以下、「本投資法人」という。）の2016年12月度におけるホテルの

運営状況につき、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 本投資法人が保有する物件のホテル売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

(1) 19ホテル全体 

 
2016年 

12月(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2016年8月～2016年12月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高（百万円） 711.9 711.4 +0.5 +0.1% 3,790.8 △75.5 △2.0%

RevPAR（円） 6,548 6,592 △44 △0.7% 7,329 △173 △2.3%

客室稼働率（%） 85.5 85.8 △0.3 △0.4% 88.5 △1.7 △1.9%

ADR（円） 7,660 7,683 △23 △0.3% 8,282 △39 △0.5%

 

(2) 変動賃料を導入している12ホテル 

 
2016年 

12月(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2016年8月～2016年12月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高（百万円） 512.1 503.5 +8.7 +1.7% 2,692.3 +0.5 +0.0%

RevPAR（円） 7,452 7,351 +100 +1.4% 8,326 △3 △0.0%

客室稼働率（%） 89.8 90.9 △1.2 △1.3% 92.0 △0.5 △0.6%

ADR（円） 8,302 8,085 +218 +2.7% 9,052 +50 +0.6%

 

(3) 固定賃料を導入している7ホテル 

 
2016年 

12月(A) 

前年同月 

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2016年8月～2016年12月 

期中通算 前年比 増減率 

売上高（百万円） 199.8 208.0 △8.2 △3.9% 1,098.6 △76.0 △6.5%

RevPAR（円） 5,130 5,403 △273 △5.0% 5,765 △443 △7.1%

客室稼働率（%） 78.8 77.8 +1.0 +1.3% 83.0 △3.5 △4.0%

ADR（円） 6,511 6,946 △436 △6.3% 6,944 △235 △3.3%

日本を世界一豊かに。

その未来へ心を尽くす一期一会の「いちご」
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2. 本投資法人が保有する変動賃料導入のホテル売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

ホテル／項目 
2016年 

12月(A) 

前年同月

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2016年8月～2016年12月 

期中通算 前年比 増減率 

スマイルホテル 

京都四条 

売上高（百万円） 47.1 44.8 +2.3 +5.1% 266.0 △34.2 △11.4%

RevPAR（円） 9,775 9,917 △142 △1.4% 11,877 △1,751 △12.8%

客室稼働率（%） 100.0 100.2 △0.2 △0.2% 100.0 △0.1 △0.1%

ADR（円） 9,779 9,901 △121 △1.2% 11,873 △1,732 △12.7%

ホテルビスタ 

プレミオ京都 

売上高（百万円） 31.3 29.4 +1.9 +6.5% 185.8 +10.8 +6.2%

RevPAR（円） 11,477 10,675 +802 +7.5% 13,535 +725 +5.7%

客室稼働率（%） 84.6 85.3 △0.7 △0.8% 91.6 △0.4 △0.5%

ADR（円） 13,572 12,521 +1,051 +8.4% 14,771 +857 +6.2%

ホテルウィング 

インターナショナル 

名古屋 

売上高（百万円） 42.5 42.0 +0.5 +1.2% 203.2 

RevPAR（円） 5,600 5,475 +124 +2.3% 5,334 

客室稼働率（%） 84.7 93.8 △9.1 △9.7% 85.8 

ADR（円） 6,611 5,839 +771 +13.2% 6,216 

ネストホテル 

札幌駅前 

売上高（百万円） 45.4 45.6 △0.2 △0.4% 272.6 +21.7 +8.6%

RevPAR（円） 6,445 6,244 +202 +3.2% 8,732 +942 +12.1%

客室稼働率（%） 94.7 92.5 +2.3 +2.4% 97.1 +7.0 +7.7%

ADR（円） 6,803 6,750 +53 +0.8% 8,992 +349 +4.0%

チサンイン 

大阪ほんまち 

売上高（百万円） 27.9 32.8 △4.9 △14.9% 152.4 △12.8 △7.7%

RevPAR（円） 6,916 8,127 △1,210 △14.9% 7,661 △642 △7.7%

客室稼働率（%） 80.6 87.9 △7.3 △8.4% 87.2 △3.5 △3.9%

ADR（円） 8,582 9,241 △660 △7.1% 8,787 △368 △4.0%

ネストホテル 

札幌大通 

売上高（百万円） 30.0 30.6 △0.6 △1.9% 211.4 +11.8 +5.9%

RevPAR（円） 7,413 7,391 +22 +0.3% 10,578 +564 +5.6%

客室稼働率（%） 92.8 92.8 △0.0 △0.0% 97.0 +3.9 +4.1%

ADR（円） 7,989 7,964 +25 +0.3% 10,907 +154 +1.4%

ヴァリエホテル 

天神 

売上高（百万円） 22.6 20.8 +1.8 +8.9% 109.2 +5.7 +5.5%

RevPAR（円） 8,776 8,203 +573 +7.0% 8,558 +280 +3.4%

客室稼働率（%） 86.1 85.8 +0.3 +0.3% 86.2 △4.5 △5.0%

ADR（円） 10,194 9,556 +637 +6.7% 9,923 +804 +8.8%

ネストホテル 

大阪心斎橋 

売上高（百万円） 85.1 86.9 △1.8 △2.1% 430.4 △15.9 △3.6%

RevPAR（円） 8,268 8,406 △138 △1.6% 8,494 △265 △3.0%

客室稼働率（%） 91.3 95.5 △4.2 △4.4% 93.9 △1.8 △1.9%

ADR（円） 9,056 8,801 +256 +2.9% 9,044 △107 △1.2%

スマイルホテル 

東京阿佐ヶ谷 

売上高（百万円） 29.7 29.5 +0.2 +0.6% 144.1 △5.5 △3.7%

RevPAR（円） 8,217 8,216 +1 +0.0% 8,127 △310 △3.7%

客室稼働率（%） 99.3 99.7 △0.4 △0.4% 98.6 △1.1 △1.1%

ADR（円） 8,279 8,242 +37 +0.4% 8,239 △220 △2.6%
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ホテル／項目 
2016年 

12月(A) 

前年同月

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2016年8月～2016年12月 

期中通算 前年比 増減率 

ネストホテル 

那覇 

売上高（百万円） 80.2 77.1 +3.2 +4.1% 393.0 +23.8 +6.4%

RevPAR（円） 8,118 7,775 +343 +4.4% 9,259 +618 +7.2%

客室稼働率（%） 85.8 88.4 △2.5 △2.9% 90.2 △0.6 △0.7%

ADR（円） 9,457 8,799 +658 +7.5% 10,263 +748 +7.9%

スマイルホテル 

浅草 

売上高（百万円） 22.3 20.5 +1.8 +8.6% 105.6 +0.9 +0.9%

RevPAR（円） 7,197 6,612 +585 +8.8% 6,913 +82 +1.2%

客室稼働率（%） 96.3 95.2 +1.1 +1.2% 95.5 △1.7 △1.8%

ADR（円） 7,474 6,946 +527 +7.6% 7,239 +212 +3.0%

ネストホテル 

松山 

売上高（百万円） 47.8 43.4 +4.4 +10.2% 218.5 +13.6 +6.7%

RevPAR（円） 4,545 3,993 +553 +13.8% 5,137 +596 +13.1%

客室稼働率（%） 84.7 73.1 +11.6 +15.9% 84.5 +8.9 +11.7%

ADR（円） 5,365 5,464 △99 △1.8% 6,077 +75 +1.3%

 

3. 本投資法人が保有する固定賃料のホテル売上高、RevPAR、客室稼働率およびADR 

ホテル／項目 
2016年 

12月(A) 

前年同月

(B) 

差額 

(A)-(B) 
増減率 

2016年8月～2016年12月 

期中通算 前年比 増減率 

コンフォートホテル

浜松 

売上高（百万円） 28.9 160.4 

RevPAR（円） 4,749 5,348 

客室稼働率（%） 78.9 83.5 

ADR（円） 6,019 6,404 

コンフォートホテル

中部国際空港 

売上高（百万円） 85.5 88.3 △2.8 △3.2% 434.3 △32.3 △6.9%

RevPAR（円） 7,101 7,333 △232 △3.2% 7,314 △528 △6.7%

客室稼働率（%） 80.9 76.1 +4.8 +6.3% 83.4 △4.8 △5.4%

ADR（円） 8,778 9,636 △858 △8.9% 8,768 △122 △1.4%

コンフォートホテル

岡山 

売上高（百万円） 31.5 28.3 +3.2 +11.3% 186.4 +19.3 +11.5%

RevPAR（円） 4,629 4,393 +236 +5.4% 5,602 +352 +6.7%

客室稼働率（%） 85.9 83.5 +2.5 +2.9% 87.8 △0.5 △0.5%

ADR（円） 5,389 5,265 +125 +2.4% 6,381 +434 +7.3%

コンフォートホテル

釧路 

売上高（百万円） 12.1 11.1 +1.0 +9.1% 89.3 +1.0 +1.2%

RevPAR（円） 2,829 2,608 +221 +8.5% 4,325 +32 +0.7%

客室稼働率（%） 68.0 62.6 +5.4 +8.5% 79.7 +0.5 +0.6%

ADR（円） 4,160 4,162 △3 △0.1% 5,429 +5 +0.1%

コンフォートホテル

鈴鹿 

売上高（百万円） 12.9 13.8 △0.9 △6.3% 79.8 △2.7 △3.3%

RevPAR（円） 3,869 4,161 △293 △7.0% 4,852 △199 △3.9%

客室稼働率（%） 73.7 76.9 △3.2 △4.1% 78.6 △4.5 △5.4%

ADR（円） 5,247 5,412 △165 △3.0% 6,172 +91 +1.5%

その他ホテル（ホテ

ルサーブ神戸アス

タ・ホテルリブマッ

クス日本橋箱崎） 

売上高（百万円） 28.9 39.0 △10.1 △26.0% 148.4 △57.5 △27.9%

RevPAR（円） 4,682 6,490 △1,808 △27.9% 4,970 △2,001 △28.7%

客室稼働率（%） 76.9 88.6 △11.7 △13.2% 81.1 △9.5 △10.4%

ADR（円） 6,089 7,327 △1,239 △16.9% 6,130 △1,569 △20.4%
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（注1） 上述の数値は賃借人から取得した情報を原則としてそのまま記載していますが、一部は賃借人か

ら取得した情報に基づき、いちご投資顧問株式会社にて集計しています。各月の数値については

監査等の手続きを経ているものではなく、個々の数値の正確性について保証できるものではあり

ません。また、上述の各数値は、今後提出する有価証券報告書等の資料に記載の数値と一致しな

い場合があります。 

（注2） 「売上高」とは、賃借人が旅行宿泊施設運営事業およびその付帯事業により得た収入のことをい

い、単位未満を四捨五入して記載しています。ホテルビスタプレミオ京都、チサンイン大阪ほん

まちおよびスマイルホテル東京阿佐ヶ谷における店舗に係る賃料は含まれていません。 

（注3） 「RevPAR」とは、1日当たり販売可能客室数当たり宿泊売上高合計（Revenue Per Available 

Room）をいい、一定期間の宿泊売上高合計（料飲売上、その他売上およびサービス料等を除き

ます。）を同期間の販売可能客室数合計で除した値を記載しています。 

（注4） 「客室稼働率」は、以下の計算式により求められる数値を記載しています。 

客室稼働率 ＝ 対象期間中に稼働した延べ客室数 ÷（対象期間中の全客室数 × 対象期間の営

業日数） 

なお、予定していた滞在期間の宿泊料を支払っているにもかかわらず滞在期限前にチェックアウ

トした客室に別の当日客を宿泊させる場合や、時間利用の場合に、上述「対象期間中に稼働した

延べ客室数」に加算することがあり得るため、客室稼働率は100%を超える場合があります。 

（注5） 「ADR」とは、平均客室販売単価（Average Daily Rate）をいい、一定期間の宿泊売上高合計（料

飲売上、その他売上およびサービス料等を除きます。）を同期間の販売客室数（稼働した延べ客

室数）合計で除した値の単位未満を四捨五入して記載しています。 

（注6） ホテルウィングインターナショナル名古屋の前年11月以前およびコンフォートホテル浜松の前年

12月以前に係る各数値は、賃借人等から開示についての同意が得られていないため、記載してい

ません。 

（注7） ホテルサーブ神戸アスタおよびホテルリブマックス日本橋箱崎の個別の運営実績は賃借人から開

示についての同意が得られていないため、「その他ホテル」として合算値で記載しています。 

（注8） ホテルサーブ神戸アスタの賃貸借契約には変動賃料の規定が含まれていますが、これまで当該規

定による変動賃料が発生したことはなく、本投資法人の収益予想においても変動賃料収入は想定

していないことから、固定賃料ホテルに含めて記載しています。 

 

4. 対前年同月比（ポートフォリオ全体）差異の主な要因 

2016年12月度の運営状況は、固定賃料のホテルの影響によりポートフォリオ全体のRevPARが前

年同月を下回りましたが、売上高は前年同月をやや上回りました。本投資法人への収益貢献度がよ

り大きい変動賃料の12ホテル合計では売上高およびRevPARで前年同月を上回りました。 

固定賃料のホテルでは、ホテルサーブ神戸アスタおよびホテルリブマックス日本橋箱崎で

RevPARが低下しました。 

変動賃料のホテルでは、チサンイン大阪ほんまちのRevPARが低下しましたが、ネストホテル松山

およびスマイルホテル浅草でRevPARが増加しました。 
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5. 収益向上に向けた取り組み 

「コンフォートホテル浜松（以下、「本ホテル」という。）」では、外国人宿泊客に対応した館

内表示の設置や外国語での接客対応が可能なスタッフの配置等を行い、外国人宿泊客の顧客満足度

の向上に努めており、ホテルオペレーターの協力のもと、2016年10月31日付けにて「国際観光ホテ

ル整備法」（以下、「本法」という。）の規定に基づくホテルの登録（以下、「本登録」という。）

が完了しました。本法には、訪日外国人旅行者が安心して宿泊できる施設として、ハード面（施設

等）やソフト面（接遇等）の登録基準や登録後の遵守事項、外国人宿泊客の利便の増進のための措

置が規定されています。 

本登録を受けたホテルは一定のサービスレベルが保証されているホテルとして観光庁のホームペ

ージに掲載され、各自治体の判断により実施されている地方税の不均一課税（固定資産税の軽減措

置）を受けることが出来ます。本登録により、本ホテルでは、2017年7月期以降における固定資産税

および都市計画税の建物部分の税額が半減となる減免措置を受けることができます。 

 本投資法人は、今後もホテルオペレーターと密接な協議を行い、ホテルのさらなる価値向上のた

めの効果的な施策に取り組んでまいります。 

 

以 上 


